
報 道 機 関 各 位

広域防災フロート派遣訓練の実施について
～大規模災害時の派遣に備えて～

記

１ 日 時 平成２８年１０月６日（木）９：００～１２：００

２ 派遣訓練

１）支援物資等積込訓練 ９：００～１０：００（荒天状況により中止する場合あり）

場所：室蘭港 西１号ふ頭

広域防災フロート係留箇所

２）派遣訓練（机上訓練） １０：３０～１２：００

場所：室蘭開発建設部 １階大会議室

室蘭市入江町１－１４

※広域防災フロートについては、別紙１を参照願います。

※訓練場所位置図については、別紙２を参照願います。

※取材を希望される方は、事前に以下の問合せ先まで連絡願います。

室蘭開発建設部ホームページアドレス http://www.mr.hkd.mlit.go.jp/

広域防災フロート派遣協議会（会長：室蘭開発建設部次長）は、「広域防災フロート」

（室蘭開発建設部所有）の派遣要請を想定した訓練を下記のとおり行います。

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 室蘭開発建設部

築港課 課長 斉藤 敦志 電話 0143-25-7048

築港課 課長補佐 西澤 英樹 電話 0143-25-7048

平成２８年１０月３日

室蘭開発建設部 広報官



  別紙１ 

広域防災フロート 
 

本施設は、大規模地震や火山噴火等の大規模災害時に、国が被災地へ

迅速に派遣し、住民避難、緊急物資輸送や臨時ヘリポート等、災害復旧

活動等の支援施設として利用します。平成２３年３月の東日本大震災時

には被災地へ緊急支援物資を運んだ後、被災した地域の港に常駐し作業

船の係留施設として活躍しました。また、平常時は、直轄港湾工事のコ

スト縮減を図るため工事資材の台船等として活用しています。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設規模 長さ：８０ｍ 幅２４ｍ 高さ４ｍ 

上 甲 板 

・避難、物資輸送のための1,000t級船舶の接岸が可能 

・ ヘリポートとして利用 

・ 復旧支援用の車両の乗入れが可能 

第二甲板 
・避難、物資輸送のための漁船等の小型船の接岸が可能 

・物資格納用の貨物室を装備 

緊急物資搬入状況 

ヘリポートの利用状況 



広域防災フロート派遣協議会

大規模災害発生時に広域防災フロートを派遣する際、関係機関との連携・協力の下、迅

速かつ円滑な活動を実施するため、あらかじめ準備や連絡調整を行うことを目的として、

平成２４年に設置したものです。

〈 構 成 〉

機 関 ・ 団 体 名 役 職

北海道開発局室蘭開発建設部 次 長

北海道開発局室蘭開発建設部室蘭港湾事務所 所 長

北海道労働局室蘭労働基準監督署 副署長

海上保安庁室蘭海上保安部 次 長

北海道運輸局室蘭運輸支局 次 長

北海道胆振総合振興局 地域政策部地域政策課 主 幹

室蘭市港湾部 部 長

室蘭市消防本部 予防課長

室蘭港湾振興会 副会長

（社）室蘭建設業協会 災害対策委員長

（社）日本埋立浚渫協会北海道支部 支部長



別紙２

訓練場所位置図

支援物資等積込訓練会場
西１号ふ頭

派遣訓練（机上訓練）会場
室蘭開発建設部

出典 国土地理院


